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① 逐次刊行物の総合 レファレ‘ノスを行 う。

























① 一次情報サービスと同時に，学内データ・ ベース，学内外ネ ットワーク，
学外データ・ベースを利用した情報検索サービスを充実し，二次サービス体
制を確立する。







































































































































































































—. -ー-0----C→ ← -n:1: 
参考 ：「早稲田大学図書館月報」
注 ：'75, '76年度の閲覧冊数は未整本雑誌分を含 まず。
（単位万冊).





























































（注） NEEDS, JOIS, DIALOGなどの外部デーク ・ベース利
用は，別システムとして，第 1期開発構想の中で計画する。
学術h『報システム 開発計画 表 付図(3)
西暦 1984年
3 6 9 
I I I 
1985年
3 6 9 
1986年
3 6 9 
1987年
3 6 9 
1988年
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